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4.炉数構成の採用状況 

「平成 27 年度 一般廃棄物処理実態調査結果(平成 29 年 4 月 13 日公表 環境省)」の「施設別

整備状況 焼却施設(溶融施設含む)」を基に、直近 5 年間(平成 24 年度～平成 28 年度)に供用開

始した全連続運転式ごみ焼却施設の炉数構成の採用状況を整理した。

表 4.1 及び図 4.1 に施設規模別の炉数構成の採用状況を示す。また、表 4.2 に炉数構成の採用

状況一覧を示す。

新ごみ処理施設(70t/日)と同程度の規模(51～100t/日)の施設では、全てが 2 炉構成を採用し

ている。

また、施設規模が 255t/日未満の施設では、3 炉構成の採用実績が無い。

表 4.1 施設規模別 炉数構成の採用状況

施設規模 [t/日]
炉数 採用件数 [件]

合計 
1 炉 2 炉 3 炉 4 炉

～50 2 3 0 0 5 
51～100 0 12 0 0 12 
101～150 0 9 0 0 9 
151～200 0 7 0 0 7 
201～250 0 5 0 0 5 
251～300 0 4 2 0 6 
301～ 0 5 6 0 11 

合計 2 45 8 0 55 
※ 環境省 一般廃棄物処理実態調査結果(平成 29 年 4 月 13 日公表)」、自治体･メーカホームページ等に基づいて調査･整理した

ため、全ての事例を網羅しているわけではない。

図 4.1 施設規模別 炉数構成の採用状況

資4-1





資4-2


